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日本OP協会　会員各位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本ＯＰ協会　副会長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国見　悦朗
未登録選手のアジア選手権参加について－　経緯報告－
拝啓、初秋の候、会員の皆さまがたにおかれましてはますますご発展のこととお慶び申し上げます。日ごろはJODAの活動にご支援、ご協力いただき、厚く御礼申し上げます。
さて、表題の件につきまして会員の皆さまがたに以下のとおりご報告させていただきます。

1.報告理由について
2010年度のアジア選手権において、日本からの参加選手７名のうちの５名の選手をIODA大会への参加資格のない状態（JODA会員未登録の状態）で出場させてしまいました。このことは、結果的に、国内には、JODA会員、並びにJSAFに対して信頼を裏切ることになり、対外的には、IODAに対して不誠実な態度を取ったことになってしまいました。経緯を振返り、問題点を整理し、今後、同じようなことが起こらないように対応することが必要と判断し、また、会員の皆様にも報告すべきとの理事会判断によりここに経緯報告をさせていただきます。

2.未登録の経緯

· 6月13日に事務局の榊原理事が私に江の島ヨットクラブジュニアの会員登録がされていないのでどの様な対応をすべきかと相談があり、事実確認の上6月18日に理事会メールにて、江の島ヨットクラブジュニア（以下江の島YCJ）のJODAへの会員登録が完了していない旨の報告をしました。
· 会員登録については、選手分の会員登録依頼とその分の会費は既に納入されているが、クラブ登録、オペレーションスタッフの登録、各会費の納入ができていない、ということでした。（注1）

· また、クラブ登録、オペレーションスタッフ登録をしない理由について、江の島YCJの熊川副代表に問い合わせた所、6月1日付けの江の島YCからの書面（添付1）への対応をJODAがしない限り、クラブ登録は保留する、という返答がありました。
· IODAアジア選手権への、参加資格にはJODAへの登録が必要であることから（注2）、この時点で、アジア選手権に参加の7名のうち下記の江の島YCJの5名の選手には、IODAアジア選手権の参加資格がないことが判明しました。
　中間浩平、神原龍太郎、藤本優、佐藤宏樹、有山夏子
-------------------------------------------------------------------------------------------------

注1

規約より抜粋

（日本オプティミストディンギー協会規約）

第8条
1)クラブは、選手会員及びオペレーションスタッフを以って組織し、且つ本協会所定の書式手続きを




以って申し出て理事会の承認を得なければならない。

第9条 1）選手会員及びオペレーションスタッフは、総会で定めるところによる会費を納入しなければならな



い。
（日本オプティミストディンギー協会会員登録及びクラブ加盟細則）


第7条
選手会員は協会に加盟しているいずれかのクラブに所属しなければならない。


第18条
継続して加盟するクラブは、当該年度の５月３１日までに加盟費を納入しなければならない。

注2

IODA ASIAN CHAMPIONSHIP 2010　PRELIMINARY NOTICE OF RACE


3. ELIGIBILITY


3.1 The Championship is open to competitors sailing on boats of the Optimist class that 


fulfill the eligibility requirements stated below.


3.2 Competitors shall enter through the national association member of IODA (hereinafter 

‘member’) they represent.

----------------------------------------------------------------------------------------
3．未登録者への対応

· 会員登録が出来ていない件について、選手分の登録があった5月26日以降、榊原事務局は、江の島YCJ連絡担当者（野中氏）並びに昨年の担当者（横山氏）にその旨連絡をしている、ということでした。
· 6月19日（土）に江の島YC　青山副会長（ジュニア部会長）に登録の催促と蒙る不利益（海外派遣ができない、全日本、全日本チームレース、東日本、その他全日本枠のある地域のレースに参加できない等）、また、除名問題は総会決定事項であり理事会事項ではないことについて説明しましたが、除名解除の方針が出ない限り、江の島YC　浪川会長のJODA登録への許可がでない、とのことでした。そのため、6月20日（日）に浪川氏に連絡をとり、同じ説明と、登録と除名解除は別件であることを伝え、6月23日（水）までに再度協議の上、回答をしてもらうことを約束しました。
（現在の除名者は、小宮亮氏、有馬彰氏、埼玉浩史氏、小宮恵美氏の４名）

· 6月23日を待っても、江の島YCより回答が得られませんでしたが、その後、6月25日に浪川氏より私に連絡があり、JODAからの回答書が欲しい旨と、浅野会長、占部副会長、私との話し合いの場を設けて欲しいとのことでした。また、クラブ登録について確認した所、浪川氏の一存では回答できないとのことでした。また、6月1日付け江の島YCからの書面（添付1）への回答書を受取ればすぐに登録する、との確約をもらいました。
· 江の島YCJから会員登録の確約の返事をもらったので、理事会の判断としては直前でも登録をしてもらえれば、選手をアジア選手権に派遣できると考えていました。
· 6月27日（日）に江の島YCJにJODAからの回答書（添付2）を渡しました。
· 7月になっても、JODA登録はされず、未登録の5名の選手は、参加資格のないまま7月2日に成田よりタイに出発し、アジア選手権に出場することになりました。未登録であるため、本来であればアジア選手権には派遣できないのですが、選手が不利益を蒙らないように配慮し派遣を認めました。
· 7月15日に、浪川氏、青山氏、埼玉氏と国見副会長とJODAの関東の理事との会談を7月31日（於/品川）に設定しましたが、７月23日に、上記会談が、江の島YCJの都合により延期されました。
· 7月29日に、クラブ登録があったと榊原事務局、長堀会計より連絡がありました。
· 8月2日に、オペレーションスタッフ登録があったと榊原事務局より連絡があり、江の島YCJのJODA登録が完了したことが確認されました。（8/2は全日本チームレースエントリー締切日）

以上が、JODA会員未登録選手をアジア選手権に派遣した経緯です。

今回の件を踏まえ、JODAとして今後このような事態が起こらないように最大限の努力して行く所存です。

「大人達の思惑で選手に不利益が生じることがないように」というとこを最優先にしたJODAの判断で、本来守らなくてはならないルールをまげて派遣をしてしまった事については会員皆さまのJODAへ信頼を裏切ることになってしまい大変申し訳なく反省をしております。規約を守り、守ろうと努力し、JODA（OP）を盛り上げるために日頃から取り組んでいる多くのクラブや会員の皆様がたに対し、心よりお詫び申し上げます。
末筆になりますが、会員皆様方のご活躍を心よりお祈りしております。

敬具
添付1
江の島ヨットクラブからの文章（H22.6.1付）の中には間違いがありますので訂正します。


・　平成１９年１１月２日の総会においてEYCJの活動停止処分・・・



→
（正）平成１９年５月２６日の臨時総会




（正）資格停止


・EJYC所属のオペレーションスタッフ１３名の除名処分



→
（正）１５名


･平成２０年１１月２日の貴協会総会において期限満了とともに活動停止処分は終了となり・・・



→（正）平成２０年１１月２日の総会では、平成２１年５月２５日に資格停止を解除することが



決定


・除名処分につきましても、一部選択された９名が除名解除の・・・



→
（正）１１名
